
〒 390-1401  松本市波田 4417 番地 1　　松本市役所波田支所 4 階
TEL.0263-87-5460（総務課）　　0263-87-5461（福祉・地域課）
FAX.0263-87-5462
E-mail info@m-kouiki.or.jp　URL http://www.m-kouiki.or.jp

松本広域連合関係市村／松本市・塩尻市・安曇野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村

発行　松本広域連合圏域人口 平成 30.10.1 現在

世帯数（世帯） 人口総数（人）

180,502
426,980

男（人） 女（人）
209,367 217,613

平成30年度防火ポスター最優秀作品・優秀作品

松本広域連合ニュース　№40／平成30年11月

●
平
成
30
年
松
本
広
域
連
合
議
会 

臨
時
会	

●
市
村
情
報

●
介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査 

判
定
状
況	

●
ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見 

Ｖ
ｏ
ｌ.

26

●
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表	

●
信
州
ま
つ
も
と
空
港

●
平
成
29
年
度
情
報
公
開
請
求
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況	

●
松
本
広
域
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ



2

平
成
30
年
松
本
広
域
連
合
議
会
　
臨
時
会

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会

判
定
状
況

松
本
広
域
連
合
で
は
、
介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
を
設
置
し
、

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
審
査
判
定
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数

は
、
前
年
度
に
比
べ
２
８
７
０
件
減
の

１
万
７
９
９
１
件
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
介
護
扶
助
実
施
に
係
る
委
託
審
査
39
件

で
し
た
。

障
害
支
援
区
分
の
認
定
審
査
判
定
件

数
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
２
８
件
減
の

６
４
４
件
、
訓
練
等
給
付
個
別
審
査
は
11

件
で
し
た
。

適
正
で
迅
速
な
審
査
判
定
事
務
に
努
め
て

い
ま
す
。

要
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定

の
審
査
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
認
定
調
査

基
準
に
よ
り
適
正
な
調
査
が
行
な
わ
れ
、

公
平
・
公
正
な
審
査
判
定
基
準
に
よ
り
円

滑
な
審
査
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
と

も
研
修
等
を
通
じ
て
資
質
の
向
上
を
図

り
、
運
営
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

●
介
護
認
定
審
査
●

●
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
●

審査会開催回数 456 回

審査会開催回数 39 回

非該当
37 件

（0.2％） 要支援 1
2,093 件
（11.6％）

要支援 2
3,168 件
（17.6％）

要介護 1
2,744 件
（15.3％）要介護 2

3,067 件
（17.0％）

区分 1
40 件

（6.2％）

区分 2
204 件

（31.7％）

区分 3
109 件

（16.9％）

区分 4
78 件

（12.1％）

区分 5
92 件

（14.3％）

区分 6
121 件

（18.8％）

非該当
0 件

（0.0％）

要介護 3
2,392 件
（13.3％）

要介護 4
2,445 件
（13.6％）

要介護 5
2,045 件
（11.4％）

平成 29 年度
審査件数

計 17,991 件

平成 29 年度
審査件数
計 644 件

７
月
17
日
に
平
成
30
年
松
本
広
域
連
合
議

会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
常
任
委
員
が

選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
◆
議　

長　
　
　
　

上
條　

俊
道

　
◆
副
議
長　
　
　
　

金
田　

興
一

　
◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
印
は
副
委
員
長
）

<

議
席
順>

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

　

◎
三
澤　

一
男　

○
池
田　

国
昭

　
　

小
林　

弘
明　
　

一
志
信
一
郎

　
　

忠
地　

義
光　
　

丸
山　

寿
子

　
　

竹
内
秀
太
郎　
　

上
條　

俊
道

　
　

横
沢　

英
一　
　

清
沢　

正
毅

　
　

平
田　

勝
章　
　

芝
山　
　

稔

消
防
委
員
会　

12
人

　

◎
内
川　

集
雄　

○
西
條　

富
雄

　
　

大
久
保
真
一　
　

小
林　

あ
や

　
　

上
條　
　

温　
　

中
島　

昌
子

　
　

藤
原　

陽
子　
　

小
山　

福
績

　
　

佐
藤　

文
男　
　

近
藤　

晴
彦

　
　

金
田　

興
一　
　

小
松
洋
一
郎

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

　

◎
忠
地　

義
光　

○
丸
山　

寿
子

　
　

一
志
信
一
郎　
　

上
條　
　

温

　
　

小
山　

福
績

平
成
30
年
松
本
広

域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
７

件
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
可
決
又
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
１
回
臨
時
会　

提
出
議
案　

・
議
案
第
１
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
）

・
議
案
第
２
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
）

・
議
案
第
３
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
化
学
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

・
議
案
第
４
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高
規
格
救
急
自

動
車
）

・
報
告
第
１
号

平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）（
専
決
報
告
）

・
報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ

る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
専
決
報
告
）

・
報
告
第
３
号

平
成
30
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
専
決
報
告
）

第 1 回臨時会の様子
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人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

　１　職員数及び任免の状況

部門

職員数 対前年
増減数平成 29 年 平成 30 年

一般行政 11 人 11 人 0 人

消　　防 390 人 392 人 2 人

合　　計 401 人 403 人 2 人

○職員数

○等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成 30 年 4 月 1 日現在）

○採用及び退職の状況

※職員数は非常勤職員を除きます。

平成 30 年度採用者数 13 人

平成 29 年度退職者数 10 人

増減 3 人

等級 等級別基準職務表に規定する
基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階
（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

１級 １　定型的な業務を行う職務
２　主事又は技師の職務 68 16.9%

事務員 ―

204 50.6%
係
員
級

主事 ―
消防士 53
消防副士長 12
消防士長 3

計 68

２級
比較的高度の知識又は経験を
必要とする業務を行う主事又
は技師の職務

55 13.6%

主事 3
消防士 7
消防副士長 5
消防士長 34
消防司令補 6

計 55

３級 主任の職務 81 20.1%

主任 1
主任（消防士長） 15
主任（消防司令補） 65

計 81

４級 係長、主査又は主査補の職務 106 26.3%

主査補 ―

106 26.3%
係
長
級

主査補（消防司令補） ―
主査 2
主査（消防司令補） 56
係長 1
係長（消防司令補） 47

計 106

５級 課長補佐の職務 73 18.1%

課長補佐 4

73 18.1%

課
長
補
佐
級

課長補佐（消防司令） 65
出張所長（消防司令） 4

計 73

６級 課長の職務 12 3.0%

課長 2

12 3.0%
課
長
級

課長（消防司令長） 1
消防署長（消防司令長） 9

計 12

７級
１ 本部長又は次長の職務
２ 困難な業務を行う課長の
 　職務

6 1.5%

課長（参事） ―

6 1.5%
次
長
級

消防署長（消防司令長・参事） 1
課長（消防司令長・参事） 2
消防署長（消防監・参事） 1
消防局次長（消防監） 2

計 6

８級 部長の職務 2 0.5%
部長 1

2 0.5%
部
長
級

消防局長（消防正監） 1
計 2

合　　計 403 100%
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　２　職員の給与の状況

○人件費の状況（一般会計決算）

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

区　分 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
平成 29 年度 43 億 1,930 万円 34 億 8,217 万円 80.6%

○人件費の状況（一般会計決算）

※給与費には、共済費及び退職手当を含みません。

区　分 職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1 人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 （内　期末・勤勉手当）

平成 29 年度 401 人 14 億 6,701 万円 11 億 3,610 万円 （5 億 9,788 万円）
649 万円

給与費　計（Ｂ） 26 億 311 万円

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
松本広域連合 302,233 円 388,266 円 38.7 歳

長野県 337,521 円 400,113 円 45.3 歳

○職員の初任給の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

※区分は採用区分で国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

区　分 松本広域連合 長野県 国
上　級 179,200 円 193,000 円 179,200 円
初　級 147,100 円 157,300 円 147,100 円

○職員手当の状況

※職務の級による加算措置があります。

＜期末手当・勤勉手当（平成 29 年度）＞ ＜退職手当の支給割合（平成 30 年 4 月 1 日現在）＞

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
 6 月期 1.225 月分 0.850 月分
12 月期 1.375 月分 0.950 月分
合　計 2.600 月分 1.800 月分

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 30 年 34.7355 月分 40.80375 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

＜特殊勤務手当の状況（平成 29 年度）＞ ＜時間外勤務手当（平成 29 年度）＞

区　分 内　容　等
職員全体に占める手当支給職員の割合 95.8%（384 人）
支給職員 1 人あたり平均支給年額 178,811 円
特殊勤務手当の種類 3 種類

特殊勤務手当の名称
 出動手当・夜間消防手当

 特定行為手当

区　分 支給額
職員全体に占める手当支給職員の割合 94.0%（377 人）

支給総額 8,909 万 9 千円
支給職員 1 人あたり平均支給年額 236,337 円

○その他の手当の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

※　この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

区　分 内　　容　　等

扶養手当 　他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。

地域手当 　地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。

住居手当 　借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。

通勤手当 　公共交通機関等を利用、又は交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

３　職員の勤務時間その他の勤務状況

○　勤務時間
　　日　勤：午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
　　当　番：午前 8 時 30 分から翌日の午前 8 時 30 分まで

○　年次休暇の取得状況
　　平成 29 年中　　平均 11.10 日
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　４　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成 29 年度）

　５　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 29 年度）

　６　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成 29 年度）

○分限処分　　0 件
○懲戒処分　　1 件

○　職員の研修の状況

○健康診断などの実施状況

区　　分 研修内容 延べ受講者数

共同研修 新行政不服審査
制度研修 98 人

一般研修
教養実務研修 1,073 人

消防実務研修  43 人

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は、
　含まれません。
○職員の勤務評定の状況　　　年 1 回

特殊災害対応訓練の様子

○職員共済会の設置及び活動状況
地方公務員法第 42 条に基づく職員の保健、元気回

復その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域
連合職員共済会を設置し、保健保養、教養、体育振興
などの事業を行っています。

職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の
3.0/1,000）と広域連合補助金（給料の 2.2/1,000）
により運営されています。

健康診断 特定業務従事者健診 人間ドック
375 人 236 人 15 人

※　特定業務従事者健診（6 か月ごと 1 回）
　　深夜業などの特定業務に従事する職員が対象となります。
○　公務災害の認定　　　　　　　　　　　　　2 件
○　勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　0 件
○　不利益処分に関する不服申し立ての状況　　0 件

平成29年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況 （件） 2　個人情報保護の実施状況 （件）

実施機関 請求
処理内訳 不服

申立 請求
処理内訳 不服

申立公開 部分公開 非公開 取下げ 不存在 公開 部分公開 非公開 取下げ 不存在

広域連合長 17 11 6 ― ― ― ― 8 7 1 ― ― ― ―

議会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

選挙管理委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

監査委員 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公平委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

合　　計 17 11 6 ― ― ― ― 8 7 1 ― ― ― ―

問い合わせ先　松本広域連合事務局総務課　TEL.0263-87-5460

　

９
月
22
日
（
土
）
に
、
活
性
化
施
設
「
い

く
さ
か
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

村
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
特
産
品

を
多
数
販
売
す
る
ほ
か
、
灰
焼
き
お
や
き
や

う
ど
ん
等
の
郷
土
食
を
提
供
す
る
お
食
事
処

「
か
あ
さ
ん
家
」
が
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
生
坂
村
の
新
た
な
拠
点
、
活
性
化

施
設
「
い
く
さ
か
の
郷
」
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
い
く
さ
か
の
郷
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

い
く
さ
か
の
郷

　

☎
０
２
６
３
‐
69
‐
１
９
３
０

市
村
情
報

活
性
化
施
設「
い
く
さ
か
の
郷
」

が
オ
ー
プ
ン　
　
　
（
生
坂
村
）いくさかの郷



6

健
康
に
関
す
る
博
覧
会

的
な
国
際
会
議
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

11
月
8
日

（
木
）午
後
1
時
20
分
～

　

11
月
9
日
（
金
）
午
前

10
時
～

●
会　

場　

松
本
市
中
央

公
民
館（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）

●
基
調
講
演　

①
「
遊
び

心
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

人
生
は
も
っ
と
幸
せ
に
な
る
」
ヘ
ン
リ
ッ

ク
・
ハ
ウ
ト
ッ
プ
・
ル
ン
ド
氏
（
デ
ン
マ
ー

ク
）　

②「
ヘ
ル
シ
ー
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

ジ
ー
ナ
・
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
氏
（
英
国
）　

※
そ
の
他
、事
例
発
表
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
と
ブ
ー
ス
展

示
あ
り

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
市
健
康
産
業
・
企

業
立
地
課
、
健
康
づ
く
り
課

　

☎
０
２
６
３
‐
34
‐
３
２
９
６

松
本
市
は
、
平
成
25
年
4
月
に
長
野
県
で

初
め
て
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
、
11

月
20
日
を
「
松
本

子
ど
も
の
権
利
の

日
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、

多
く
の
皆
様
が
子

ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
学
び
、
全
市

を
あ
げ
て
青
少
年

健
全
育
成
活
動
及

び
、
子
ど
も
の
権

利
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日　

時　

11
月
25
日
（
日
）　

午
後
1
時

30
分
～
3
時
45
分
ま
で

●
場　

所　

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
松
本
市
中
央
４
‐
７
‐
26
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
市
こ
ど
も
育
成
課　

☎
０
２
６
３
‐
34
‐
３
２
９
１

冬
の
澄
ん
だ
夜
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

麻
績
村
の
シ
ェ
ー
ン
ガ
ル
テ
ン
お
み
で
、

12
月
か
ら
2
月
ま
で
の
間
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た

空
間
は
と
て
も
幻
想
的
で
神
秘
的
な
美
し
さ

が
あ
り
、
ま
た

真
冬
の
低
い
気

温
は
、
星
や
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
よ
り
一
層

輝
か
せ
て
見
せ

て
く
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

聖
高
原
観
光
案
内
セ
ン

タ
ー　

☎
０
２
６
３
‐
67
‐
２
１
３
３

企
画
展
「
錠
前
・
鍵
が
カ
ギ　

丸
山
太
郎
の

か
ぎ
と
金
工
展
」

丸
山
太
郎
の
収

集
品
か
ら
か
ぎ
を

中
心
に
様
々
な
金

工
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

会　

期
：
開
催
中

～
12
月
９
日

（
日
）

企
画
展
「
台
湾
と
ア
イ
ヌ
の
工
芸
―
衣
装
・

木
工
・
装
身
具
―
」

会　

期
：
12
月
11

日
（
火
）
～
３

月
10
日
（
日
）

体
験
講
座
「
し
め

飾
り
作
り
」

お
正
月
を
迎
え
る
し
め
飾
り
を
作
り
ま

す
。

●
日　

時　

12
月
16
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
民
芸
館

☎
０
２
６
３
‐
33
‐
１
５
６
９

「
第
８
回
あ
づ

み
の
新
進
音
楽
家

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
」
に
て
、
審

査
員
に
よ
り
選
出

さ
れ
た
３
組
が
出

演
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日　

時　

　

平
成
30
年
12
月
22
日
（
土
）

　

午
後
3
時
開
演

●
会　

場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
出
演
者

　

丸
山
千
史
氏
（
声
楽
・
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

佐
々
木
美
津
子
氏
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

　

草
野
美
音
氏
（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）

　

下
條
広
野
氏
（
声
楽
・
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

神
谷
敦
子
氏
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

●
入
場
料　

５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

安
曇
野
市
教
育
部
図
書
館

交
流
課　

☎
０
２
６
３
‐
81
‐
３
１
１
１

ヘンリック・ハウトップ・ルンド氏ジーナ・ラドフォード氏

第
35
回
松
本
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
・

「
松
本
子
ど
も
の
権
利
の
日
」
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す　
　
　
　
　
　
（
松
本
市
）

第
８
回
世
界
健
康
首
都
会
議

（
松
本
市
）

Ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ 

ｉ
ｎ

Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ   　
　
　
　
　

 

（
安
曇
野
市
）

輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
麻
績
村
）

松
本
民
芸
館　

企
画
展
・
講
座
の
ご
案
内

（
松
本
市
）

昨年のフォーラムの様子

シェーンガルテンおみアイヌ　着物
半閉櫃（バンダジ）の錠
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聖
高
原
ス
キ
ー
場

　

ま
も
な
く
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ

ン
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
麻
績
村
に
は
聖

高
原
ス
キ
ー
場
が
あ
り
12
月
下
旬
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
ス
キ
ー
場
は
、
麻
績
Ｉ
・
Ｃ
よ
り
車
で

15
分
と
車
で
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
も
全
面
で
滑
走
可
能
。
初
心
者
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
来
ら
れ
る
方
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
ス
キ
ー
場
で
す
。

　

リ
フ
ト
1
基
、
3
コ
ー
ス
の
シ
ン
プ
ル
な

ゲ
レ
ン
デ
は
、
お
連
れ
の
方
と
は
ぐ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
な
く
安
心
で
す
。

　

ま
た
ゲ
レ
ン
デ
の
麓
に
あ
る
そ
り
コ
ー
ス

は
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
お
客
様
に
特
に

人
気
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
に
は
霧
氷
越
し
に
ア
ル
プ

ス
や
善
光
寺
平
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
望
も

楽
し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内　

容

来
年
４
月
25
日
～
６
月
16
日
の
53
日
間
、

信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
（
松
本
平
広
域
公

園
）
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
第
36
回
全
国
都

市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
「
信
州
花
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
～
北
ア
ル
プ
ス
の
贈
り
も
の

～
」
を
開
催
し
ま
す
。
緑
が
も
た
ら
す
快

適
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
る
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
花
と
緑
の
祭
典
で
県
内
初

開
催
。
会
場
を
７
０
０
品
種
55
万
株
の
花

緑
で
彩
り
、
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
催
事

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
開
催
期
間
中
に
一
緒
に
会
場
で
活

動
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
１
日
か
ら
参
加
可
能
で
す
。
こ

の
花
緑
に
囲
ま
れ
た
清
々
し
い
会
場
で
、

花
緑
の
維
持
管
理
や
会
場
案
内
な
ど
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
及
び
応
募
方
法
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（https://shinshu-hanafesta2019.

jp/new
s/1244.htm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
３
‐
88
‐
１
１
８
２

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

メ
イ
ン
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

Vol.26

ふ
る
さ
と
の
魅
力　

再
発
見

麻
績
村

●
問
い
合
わ
せ

　

聖
高
原
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
３
‐
67
‐
２
１
３
３

聖高原スキー場

ボランティア活動 会場案内

ボランティア活動 花緑維持管理

会場イメージ
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救急出動状況 平成30年８月末現在

松本広域消防局管内における、８月末現在の救急出動件数は、12,217 件となっており、前
年同期と比較して、339 件（2.9％）増加しています。
事故種別では、急病によるものが 8,258件と最も多く、全体の約 68%を占めています。
また、６月から８月までの３か月間で、熱中症（疑い含む）で搬送された方は 226 人で、前
年同期と比較して 129人増加しています。

◆ 市村別の救急出動状況

◆ 事故種別の救急出動状況

市村別 件 数
松 本 市 7,122
塩 尻 市 1,757
安曇野市 2,652
麻 績 村 115
生 坂 村 53
山 形 村 189
朝 日 村 100
筑 北 村 185
高速道等 44
合　　計 12,217

松本市
58.3%

塩尻市
14.4%

安曇野市
21.7%

麻績村
0.9%

生坂村
0.4%

山形村
1.6%

朝日村
0.8%

筑北村
1.5% 高速道等

0.4%

急病
67.6%

一般負傷
13.2%

転院搬送
8.5%

交通事故
7.2%

自損行為
0.9%

労働災害
0.8%

運動競技
0.6%

火災
0.5%
その他
0.7%

事故種別 件 数
急　　病 8,258
一般負傷 1,608
転院搬送 1,042
交通事故 875
自損行為 108
労働災害 104
運動競技 80
火　　災 60
そ の 他 82
合　　計 12,217 参考【消防庁HP：生活密着情報：救急車利用リーフレット】

 http://www.fdma.go.jp/html/new/kyuukyuusya_riyou_leaflet.pdf

応急手当普及啓発優良事業所表彰

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取組が模範的な事業所や団体等に対し、表彰状を

贈呈しました。

■ 松本市庄内地区並柳町会　　　　様

■ 松本市笹賀地区神戸町会　　　　様

■ 長野県板金工業組合　松本支部　様

■ 松本日産自動車株式会社　　　　様

■ 学校法人松商学園
 　松本秀峰中等教育学校　　　　　様
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活躍する女性消防職員
松本広域消防局では、現在５人の女性消防職員が活躍しています。
災害現場での救急、救助活動のみならず、救急講習や防火指導のような、住民の皆さんに直接指導する機

会など、女性ならではの心遣いや優しさが役立つ場面は多岐にわたります。

◆消防業務について
・119 番通報を受け火災、救急、救助等の活動を行い、地域住民の安心、
安全を守ります。

・町会や一般事業所等の防災訓練指導及び、建物に設置する（既にさ
れている）消防用設備等の適否について審査や検査をします。

◆勤務について
・消防署での勤務は 24時間の交代制勤務となっています。昼夜を問わ
ず、要請があれば様々な現場に出動します。

・夜間は仮眠をとり、災害に備えています。昨年度、本郷消防署に新
たに女性専用設備（仮眠室、トイレ、シャワー室）を整備しました。
女性が働きやすい環境作りに取り組んでいます。

◆各種休暇制度について
・準用する松本市の条例に基づき、出産、育児をはじめとした各種休
暇制度が設けられています。

・これらの休暇制度を利用し、子育てをしながら第一線で活躍してい
る職員もいます。

※男女問わず、消防の仕事に興味のある方、消防署見学はいつでも歓迎します。詳しくは、松本広域消防局
総務課又は最寄りの消防署までお問い合わせください。

新設した女性専用設備

灯油を使う時期がやってきます！

この他に、燃焼機器等に接続さ
れたゴムホースのひび割れ、接
続不良による灯油流出事故も多
く発生していますので、併せて
点検を行いましょう。

ホームタンクの
事故防止には
日常点検が重要です
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2019
年

10月か
ら すべての飲食店に

消火器の設置が必要になります
　平成 28 年 12 月に発生した新潟県糸魚川市での大規模火災を
受け消防法が改正され、今まで定めがなかった延べ面積 150㎡未
満の小規模な飲食店にも消火器の設置が義務付けられました。

（住宅用消火器は認められません。）

次の防火上有効な装置が設けられている場合は
消火器を置かないことができます

温度の過度な上昇を
感知して自動的にガ
スの供給を停止し、
火を消す
調理油過熱防止装置
（PSマーク、Si センサー）

火を使用する設備又
は器具の火災を自動
的に感知し、消火薬
剤を放出し火を消す
自動消火装置

加熱等によるカセット
ボンベ内の圧力上昇を
感知し、自動的にカセ
ットボンベからカセッ
トコンロ本体へのガス
の供給を停止すること
により火を消す
圧力感知安全装置等

設置した消火器は維持管理が必要です

　設置した消火器は、半年に１回点検し、１年に１回点検結果
を管轄する消防署に報告してください。
　消火器点検アプリが総務省消防庁のホームページからダウン
ロードできます。 消火器点検アプリ 検索

ご不明な点は、お近くの消防署にお問い合わせください

消火器点検アプリ
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／
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／
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外国人を対象とした119番通報対応について
　松本広域消防局では、訪日及び居住外国人からの通報に対し、多言語コールセンターを
介した三者間通話により迅速、的確な対応を行っています。具合の悪い外国人の方を発見
し、コミュニケーションでお困りの際にも活用できますので、ご安心ください。

三者間通話イメージ 

① 119 番通報 
（本人 or 第三者） 

③外国語での内容聴取

③通訳依頼
④内容伝達・確認

◆英語・中国語・韓国語・タイ語・インドネシア語等の 15 言語に 24 時間、
365 日対応しています。

外国人傷病者
多言語

コールセンター

通信指令課

平成30年秋の火災予防運動実施
『忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認』

（平成 30 年度全国統一防火標語）

11 月 9 日から 11 月 15 日まで、全国一斉に秋の火災予防運
動が実施されます。

この運動は火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火
意識の普及啓発により、火災の発生防止を目的に行われます。

例年、暖房器具を使用し始める１１月～１２月にかけて火災
発生件数が増えています。「ストーブ等の暖房器具」を使用す
る際は、点検を行い、火の取扱いに十分に注意しましょう。

上半期の火災件数
　平成 30 年上半期（1 月～ 6 月）の松本広域連合関係市村の

火災件数は 108 件で、昨年の同時期と比べ、26 件増加しています。内訳は、建物火災 46 件、
林野火災２件、車両火災５件、その他の火災 55 件です。引き続き、火災予防にご協力をお願
いします。


